












































⑵　 W. Rogge, Oesterreich: von Világos bis zur Gegenwart, 1. Bd., S.8. ロッゲ（Walter Rogge: 1822⊖1899）は断固たるドイツ・自由
主義者にしてスラヴ狂。
《訳注》
⑴　本稿はKautsky, Karl, Der Kampf der Nationalitäten und das Staatsrecht in Oesterreich, in Die Neue Zeit, Jg. 16, 1898, S. 516⊖524 u. 





⑸　Goethe, J. W. v., Faust II, Stuttgart, 1832, Vers 12104 ff.
⑹　 Cilly（Cilli）：現在のスロヴェニア第３の都市ツェレェ（Celje）。ハプスブルク時代にはシュタイアーマルク公領に属した。
19世紀と20世紀の交わりの時期には，反スロヴェニアのドイツ愛国主義の中心地であった。
⑺　Grillparzer, F., “Feldmarchall Radetzky” in Sämtliche Werke, Bd. 1, Gedichte, Epigrmme, Dramen 1, München, 1960, S.230.












2003“A Study on the Burden of the Public Debt in Japan through System of National Accounts”岡山大学経済学
会雑誌第34巻第４号．
2005「消費税の論点整理と益税問題」岡山大学経済学会雑誌第36巻第４号．
2006「『家計調査』からみた税制改革の視点」岡山大学経済学会雑誌第38巻第３号．
2011「わが国の財政支出の拡大について考える」岡山大学経済学会雑誌第43巻第３号．
2012「わが国の財政赤字　何が問題か」岡山大学経済学会雑誌第43巻第４号．
2013「地方交付税の合併算定替え終了が市町村に及ぼす影響－財政調整機能は維持されるか－」岡山大学
経済学会雑誌第45巻第２号．
主な調査報告書
1995「平成不況における財政政策の経済効果の検討」さくら総合研究所調査レポートNO. 7．
1996「わが国の財政赤字の現状をどうみるか」さくら総合研究所調査レポートNO. 9．
1996「財政再建に効果を発揮する新指標」さくら総合研究所調査レポートNO. 11．
1997「見直しが必要な政策金融の手法」さくら総合研究所調査レポートNO. 15．
1997「財政構造改革をどのように進めるか」さくら総合研究所調査レポートNO. 17．
1997「21世紀に向けたわが国の財政運営のあり方」さくら総合研究所調査報告vol. 1．
2000「財政再建の将来ビジョン」さくら総合研究所調査レポートNO. 21．
所属学会
日本財政学会・日本地方財政学会・中四国商経学会
